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世帯
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男性

人口

令和７年（2025年） No.228

３
家族や妻に支えられて～杉山輝士さん旭日単光章受章～／

きれいな景色を求めて～獅子島ウォーク2025～

第15回夢追い長島花フェスタ／第15回ふれあい・ながしま

軽トラ市

子ども医療制度は窓口負担なしへ／ぶり奨学金の補助金申請

プレミアム付商品券を販売します／浄化槽設置申請はお早めに

平尾診療所（医科）の診療時間変更／共同消防指令センター運

用開始

牛乳パックの処分方法が変わります／巡回バスの運行を継続

農業機械の研修受講生を募集／茶園周辺の農薬散布に注意

生涯学習学級の案内／スタンプの色が変わります

転倒予防に努めましょう～地域包括支援センターだより～／

町長動静

知っ得ボックス

まちの話題

長島文芸／町立図書館のおすすめ

ハッピースマイル～１歳おめでとう～／うぶ声・お悔やみ・お礼

／編集後記

［裏表紙］長島の思い出の写真大募集～長島町町制施行20

周年記念～

 ２月５日 （水） 11時34分

令和７年２月28日現在 ※（ ）は前月比

4,342 （-７）

（‐15）

（-７）

（-22）

4,807
4,549
9,356

　２月５日、町内で今シ
ーズン初の積雪がありま
した。
　取材に出かけると、町
内の子どもたちは元気に
雪遊び。町内のいたると
ころで雪だるまが作って
ありました。
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山頂まであと少し山頂まであと少し

会場を盛り上げた獅子島太鼓会場を盛り上げた獅子島太鼓 山頂からの眺望を楽しむ参加者山頂からの眺望を楽しむ参加者

ポンカンを食べて休憩ポンカンを食べて休憩

元気にスタート元気にスタート

３ ｜  広報ながしま  2025年３月号

　

２
月
２
日
、早
朝
か
ら
獅
子

島
ア
イ
ラ
ン
ド
セ
ン
タ
ー
周
辺

に
は
、諸
浦
港
や
水
俣
港
、中
田

港
か
ら
定
期
船
や
貸
切
船
な
ど

を
利
用
し
た
参
加
者
ら
が
続
々

と
来
島
。前
日
か
ら
島
内
の
民

宿
に
宿
泊
し
て
大
会
に
挑
ん
だ

参
加
者
も
い
て
、島
内
が
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
発
着
点
周
辺
で
は
、

獅
子
島
の
特
産
品
販
売
や
町
内

事
業
者
の
出
店
が
あ
り
、特
産

品
や
飲
食
物
を
買
い
求
め
る
参

加
者
で
活
気
に
あ
ふ
れ
、出
発

前
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

獅
子
島
小
・
中
学
校
の
子
ど
も

た
ち
が
、獅
子
島
太
鼓
を
披
露

し
、参
加
者
を
歓
迎
し
ま
し
た
。

　

午
前
10
時
に
ス
タ
ー
ト
す
る

と
参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー

ス
で
獅
子
島
の
景
色
を
楽
し
み

な
が
ら
七
郎
山
の
山
頂
を
目
指

し
、中
継
地
点
で
は
、地
元
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
か
ら
ポ
ン
カ
ン
や
あ

め
玉
が
手
渡
さ
れ
、参
加
者
は

疲
れ
を
癒
し
ま
し
た
。

　

鹿
児
島
市
か
ら
訪
れ
た
、竹

下
一
成
さ
ん
は
「
何
度
か
挑
戦

し
て
い
る
が
、頂
上
か
ら
の
景

色
は
、
や
は
り
き
れ
い
。
抽
選

も
よ
い
品
が
当
た
っ
て
良
か
っ

た
」と
獅
子
島
を
満
喫
し
た
様

子
で
し
た
。

　

　

獅
子
島
の
七
郎
山
山
頂
を
折
り
返
す
13
㌔
の
「
獅
子
島
ウ
ォ
ー

ク
２
０
２
５
」が
開
催
さ
れ
約
４
０
０
人
の
参
加
者
が
自
然
豊
か
な

獅
子
島
を
満
喫
し
ま
し
た
。

き
れ
い
な
景
色
を
求
め
て

　
　

       　
　
　
　

～
獅
子
島
ウ
ォ
ー
ク
２
０
２
５
～

家
族
や
妻
に
支
え
ら
れ
て

 　
　

  
～
杉
山
輝
士
さ
ん
旭
日
単
光
章
受
章
～

　

長
年
に
わ
た
る
地
方
自
治
振

興
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
功
績

を
た
た
え
、杉
山
輝
士
さ
ん
（
伊

唐
）が
旭
日
単
光
章
を
受
章
さ

れ
、２
月
26
日
に
川
添
健
町
長

か
ら
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

杉
山
さ
ん
は
、平
成
３
年
に

東
町
議
会
議
員
に
当
選
以
来
、

同
議
会
議
員
を
15
年
の
長
き
に

わ
た
り
在
職
さ
れ
、温
泉
セ
ン

タ
ー
「
東
泉
望
」や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
拠
点
で
あ
る
「
獅

子
島
ア
イ
ラ
ン
ド
セ
ン
タ
ー
」

の
建
設
な
ど
に
取
り
組
ん
だ

ほ
か
、地
元
伊
唐
島
の
振
興
を

積
極
的
に
行
っ
た
結
果
、平
成

８
年
８
月
に
「
伊
唐
大
橋
」が

完
成
。こ
れ
ま
で
海
上
運
輸
に

頼
っ
て
い
た
農
産
物
物
流
交
通

輸
送
の
効
率
化
が
図
ら
れ
る
と

と
も
に
、住
民
の
福
祉
向
上
に

つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

杉
山
さ
ん
は
「
苦
労
や
忘
れ

ら
れ
な
い
大
変
さ
も
あ
っ
た
。

町
民
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
議

員
が
で
き
た
。家
族
や
妻
に
も

よ
く
支
え
て
も
ら
っ
た
。感
謝

し
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

受章した杉山さん（写真右）受章した杉山さん（写真右）



広報ながしま  2025年３月号  ｜　４

第15 回第15 回

　　　　夢追い長島花フェスタ夢追い長島花フェスタ

問い合わせ先
長島花のまちづくり協議会　
（役場水産景観課内）　
　☎（86）1137［直通］

第15 回
ふれあい・ながしま軽トラ市

　ふれあい・ながしま軽トラ市が次のとお
り開催されます。
【会場】 日本マンダリンセンター敷地内
【日時】 ３月22 日（土）午前10 時～午後３時
【イベント内容】
・パトカー・白バイの展示と記念撮影
・太鼓演奏（薩摩天翔流）
・地元バンド演奏
・Pay どんお楽しみ抽選会

問い合わせ先
長島町商工会
☎ （86）0209

【会場】
・サンセットの丘
・ぐるっとフラワーロード
【開催期間】　　
 ３月29 日（土）～４月30 日（水）

【サンセットの丘会場イベント】
●オープニングセレモニー
　３月29 日（土） 午前９時～
●ゴーカート・セグウェイ試乗
　３月30 日（日） 午前10 時～午後３時
　４月６日（日）   午前10 時～午後３時
●バルーンアート
　４月６日（日）　午前10 時～午後３時
●重機試乗体験、消防車と救急車の展示
　４月13 日（日） 午前10 時～午後３時
●ジャガイモ掘り取り体験
　４月20 日（日）
　 受付時間　　 午前９時～午後１時

　今年も夢追い長島花フェスタが次のとおり開催されます。
【メイン会場（サンセットの丘）】
チューリップや寄せ植えと各イベントで皆さまをお迎えします。

【町内全域の国道・県道沿い】
　パンジーやビオラをはじめとした色とりどりの癒しの花ば
なが皆さまをお迎えします。



５ ｜  広報ながしま  2025年３月号

子ども医療制度は窓口負担なしへ

②ひとり親家庭医療助成・重心障害者医療助成対
　象の子ども
・制度改正に伴い、ひとり親家庭等医療費助成・重
心障害者医療助成対象の子どもは、利便性向上の
ため４月以降は、子ども医療費の対象になります。
・受給資格者登録申請書の提出が必要です。対象者
には申請書を送付しています。未提出のかたは早め
に提出してください。
・４月以降の受診の際は、申請書提出後に送付する
子ども医療給付受給資格者証（水色）を提示してく
ださい。
※ひとり親家庭等医療費助成・重度心身障害者医
療助成の資格は、３月31 日をもって喪失となりま
す。４月以降は、現在お持ちの受給者証は使用しな
いでください。
③留意事項
・県内医療機関などの窓口で受給資格者証を提示しな
かった場合や県外の医療機関を利用した場合は、受領
証と認印を持参し、役場窓口で申請してください。
・学校などでのけがは、日本スポーツ振興センター
の災害共済給付の対象となります。子ども医療費の
対象外となりますので、受給者証を提示しないでく
ださい。
・高校進学などに伴い住民票を長島町から生活居
住地（寮、下宿など）へ移される場合は、変更手続き
が必要です。転出手続きの際にお申し出ください。

町では、令和７年４月診療分の医療費から、高校生年代までの子ども
を対象に県内医療機関などの保険診療分について、窓口負担を無償化
（現物給付）します。
※高校生年代…18 歳到達後最初の３月31 日まで。
　生活保護世帯は除きます。

ぶり奨学金の補助金申請 　ぶり奨学金制度の連携金融機関である鹿児島相互
信用金庫から「ぶり奨学ローン」の元金・利息証明書
が発行されたかたは、利子および元金（対象者のみ）
に相当する額の補助金申請ができます。
　ぶり奨学金補助金申請を希望する場合は、次のも
のを提出してください。
【必要なもの】
・ぶり奨学ローンの返済額を証明する書類
・申請される保護者などの印鑑
・町内に住所を有することを証明する書類
・世帯全員の納税証明書
・預金通帳の写しなど（初めて申請する場合）
【提出先】
　町教育委員会教育総務課
【提出期限】
　４月30 日（水）
※利子相当分は、特別な事情がある場合、３年さかの
ぼって請求できますが、元金相当分（対象者のみ）は、
毎年申請が必要です。

問い合わせ先
・鹿児島相互信用金庫
☎ （86）1116

・町教育委員会教育総務課
☎（88）５６７９ ［直通］

①新しい受給者証を送付します
・長島町で子ども医療助成の資格を持つ子ども
に新しい受給者証（水色）を３月末ごろに送付し
ます（申請は不要です）。
※現在所有の子ども医療受給資格者証（ピンク色）は、
４月以降に情報漏えいに留意
し、破棄もしくは役場窓口にご
持参ください。
・４月以降県内医療機関を受
診する際は、窓口でマイナ保
険証などと一緒に新しい受給
者証を提示することにより、
保険診療分の医療費が無償
となります。

問い合わせ先
役場福祉事務所子育て支援係　
　☎ （86）1146［直通］

子ども医療
（自動償還）

子ども医療
（現物給付）

ひとり親家庭等医療費
助成対象の子ども

重度心身障害者医療費
助成対象の子ども

子ども医療
（現物給付）

R7.3 .31 まで

R7. ４.１から



広報ながしま  2025年３月号  ｜　６  

問
い
合
わ
せ
先

　
町
商
工
会

　
☎（
86)

０
２
０
９

　
役
場
水
産
景
観
課
商
工
観
光
係　
　

　
☎（
86
）１
１
３
７［
直
通
］

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
水
道
課
水
道
係　
　

　
☎（
86
）１
１
１
４［
直
通
］

浄
化
槽
設
置
申
請
は
お
早
め
に

【
現
行
の
合
併
浄
化
槽
設
置
補

助
金
は
最
終
年
度
で
す
】

　

現
行
の
補
助
制
度
は
令
和
７

年
度
（
令
和
８
年
３
月
末
）ま

で
で
す
。

　

浄
化
槽
の
設
置
・
改
修
な
ど

を
検
討
さ
れ
て
い
る
か
た
は
早

め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
ほ
か
に
、単
独
処
理
浄

化
槽
撤
去
12
万
円
、く
み
取
り

槽
撤
去
９
万
円
の
補
助
が
あ
り

ま
す
。予
算
の
関
係
上
、設
置
数

に
限
り
が
あ
る
の
で
早
め
に
締

め
切
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

人槽区分 総事業費 補助金額
（上限額） 個人負担額

５人槽 896,000 円 811,000 円 85,000 円

７人槽 1,073,000 円 973,000 円 100,000 円

10 人槽 1,387,000 円 1,262,000 円 125,000 円

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
販
売
し
ま
す

　
長
島
町
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
と

長
島
町
Ｐ
ａ
ｙ
ど
ん
デ
ジ
タ
ル
地
域

振
興
券
を
販
売
し
ま
す
。

　
今
回
は
、
１
万
円
の
購
入
で
２
万

円
分
の
お
買
い
物
が
で
き
る
商
品
券

を
各
世
帯
１
冊
限
定
で
、
購
入
で
き

ま
す
。（
同
封
の
商
品
券
引
換
券
が

な
い
と
購
入
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
）

　
長
島
町
Ｐ
ａ
ｙ
ど
ん
デ
ジ
タ
ル
地

域
振
興
券
は
、
お
持
ち
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
か
ら
Ｐ
ａ
ｙ
ど
ん
の
ア
プ
リ

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、
地
域
振
興

券
を
購
入
で
き
ま
す
。
２
５
０
０
円

の
購
入
で
５
０
０
０
円
分
の
お
買
い

物
が
で
き
ま
す
。

　
商
品
券
の
引
換
券
は
、
３
月
25
日

（
火
）
頃
に
発
送
予
定
で
す
。

　
同
券
は
、次
の
封
筒
で
届
き
ま
す
。

引
き
換
え
ま
で
大
切
に
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。　

【プレミアム付商品券】
　購入の際は、各世帯に送付される「商品券購入引換
券」を必ず商工会にお持ちください。
●販売窓口　長島町商工会
　（鷹巣本所）月～金曜日販売
　（指江支所）月・木曜日のみ販売
●日曜日販売　４月 13 日（日）、４月 20 日（日）
●販売期間　　４月７日（月）～ ４月 30 日（水）
●有効期限　　９月 30 日（火）
※有効期限を過ぎた場合は、無効となり利用できません。

【Ｐａｙどんデジタル地域振興券】
●購入対象者　
　スマートフォン所有者で、Ｐａｙどんアプリをダウンロード
しているかた
●販売開始　　令和７年７月１日（火）午前９時～　
●販売金額　　１人あたり 2,500 円
　　　　　　　※ 2,000 口に達し次第終了します。
●ご利用店舗　町内で営業するＰａｙどん加盟店　
※鹿児島相互信用金庫で、Ｐａｙどん相談窓口を開設します。
　【相談期間（要予約）】　５月 12 日（月）～６月 24 日（火）　　　　　　　　　　
　　　　　　　　  平日  午前 11 時 30 分～午後０時 30 分



７ ｜  広報ながしま  2025年３月号

平
尾
診
療
所(

医
科)

の
診
療
時
間
変
更

　
平
尾
診
療
所
の
町
営
化
に
伴
い
、

４
月
１
日
か
ら
同
診
療
所
の
閉
所
時

間
を
、
従
来
の
午
後
５
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
15
分
へ
と
変
更
し
ま
す
。

※
歯
科
は
変
更
な
し

【
３
月
31
日
ま
で
】

・
午
前

　
午
前
８
時
30
分
～
正
午　
　

・
午
後

　
午
後
１
時
30
分
～
５
時
30
分

【
４
月
１
日
以
降
】

●
平
日

・
午
前

　
午
前
８
時
30
分
～
正
午　
　

・
午
後

　
午
後
１
時
30
分
～
５
時
15
分

●
第
３
金
曜
日
午
後
休
診

●
土
曜
（
変
更
な
し
）	

　
午
前
８
時
30
分
～
正
午

問
い
合
わ
せ
先

　
平
尾
診
療
所（
医
科
）　　

　
☎（
88
）２
５
９
５［
直
通
］

共
同
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
運
用
開
始

　
共
同
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
が
令
和

７
年
４
月
１
日
か
ら
本
運
用
を
開
始

し
ま
す
。

　
北
薩
地
域
の
３
消
防
本
部
（
薩
摩

川
内
市
消
防
局
・
さ
つ
ま
町
消
防
本

部
・
阿
久
根
地
区
消
防
組
合
）
は
消

防
本
部
ご
と
に
行
っ
て
い
る
消
防
通

信
指
令
業
務（
１
１
９
番
通
報
受
信・

出
場
指
令
等
）
を
共
同
で
整
備
運
用

し
、
情
報
（
災
害
発
生
状
況
や
消
防

車
両
状
況
）
の
一
括
管
理
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
一
つ
の
消
防
本
部
で
対

応
が
困
難
と
な
る
大
規
模
災
害
発
生

時
に
、
迅
速
な
応
援
体
制
を
図
り
ま

す
。

※
１
１
９
番
（
緊
急
通
報
）
の
か
け

方
は
今
ま
で
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。
複

数
の
地
域
か
ら
１
１
９
番
通
報
を
受

け
付
け
る
た
め
、
通
報
の
際
は
「
長

島
町
」
か
ら
伝
え
て
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
阿
久
根
地
区
消
防
組
合
阿
久
根

消
防
署

　
東
分
遣
所　

　
☎（
86
）０
１
１
９［
直
通
］

　
長
島
分
遣
所

　
☎（
88
）５
３
３
３［
直
通
］

消防指令センター共同運用のイメージ



牛
乳
パ
ッ
ク
の
処
分
方
法
が
変
わ
り
ま
す

　

リ
サ
イ
ク
ル
で
処
分
し
て
い

る
牛
乳
パ
ッ
ク
は
現
在
、紙
ひ

も
で
縛
っ
て
出
す
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

４
月
１
日
か
ら
紙
ひ
も
で
縛

ら
ず
、ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

牛
乳
パ
ッ
ク
コ
ン
テ
ナ
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
軽
く
す
す
ぎ
、切
り
開
い
て

処
分
す
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ

り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
介
護
環
境
課
環
境
衛
生
係　

　
☎（
86
）１
１
５
３［
直
通
］

紙ひもで縛らずコンテナへ紙ひもで縛らずコンテナへ

牛乳パックのコンテナ牛乳パックのコンテナ

巡
回
バ
ス
の
運
行
を
継
続

　

南
国
交
通
株
式
会
社
に
委
託

運
行
を
行
っ
て
き
た
巡
回
バ

ス
（
が
ら
か
ぶ
号
・
マ
ン
ダ
リ

ン
号
）が
３
月
31
日
に
廃
止
す

る
こ
と
に
伴
い
、４
月
１
日
か

ら
新
た
な
代
替
バ
ス
と
し
て
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
運
行
し
ま

す
。

　

運
行
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
が

し
ま
地
域
活
性
化
推
進
機
構

（
浦
底
）に
委
託
し
、10
人
乗
り

の
ワ
ゴ
ン
車
で
運
行
し
ま
す
。

　

こ
の
バ
ス
は
、こ
れ
ま
で
の

巡
回
バ
ス
が
運
行
し
て
き
た

ル
ー
ト
と
時
刻
、曜
日
を
変
更

せ
ず
に
４
月
以
降
も
運
行
し
ま

す
。

【
巡
回
バ
ス
の
形
態
】

●
が
ら
か
ぶ
号

　
月
曜
日
・
木
曜
日　
運
行

●
マ
ン
ダ
リ
ン
号
（
東
南
部
）

　
火
曜
日
・
金
曜
日　
運
行

●
マ
ン
ダ
リ
ン
号
（
東
北
部
）

　
水
曜
日
・
土
曜
日　
運
行

【
利
用
運
賃
】

　
無
料

※
今
後
変
更
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。　

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係　
　

　
☎（
86
）１
１
３
４［
直
通
］

広報ながしま  2025年３月号  ｜　８  

長島町巡回バス

巡回バスのイメージ巡回バスのイメージ



９ ｜  広報ながしま  2025年３月号

農業機械士養成研修（トラクター）
農業機械士応用研修
（トレーラー）養成研修Ⅰ

養成研修Ⅱ
（大型特殊免許を持っているかた）

運転免許受験料 2,800 円 ー 2,800 円

傷害保険掛金 1,000 円 1,000 円 1,000 円

研修費 5,000 円 1,000 円 5,000 円

合計 8,800 円 2,000 円 8,800 円

〇研修コースおよび受講料

農
業
機
械
の
研
修
受
講
生
を
募
集

　
県
立
農
業
大
学
校
で
は
、
農
業
者

な
ど
を
対
象
に
、
農
業
機
械
士
お
よ

び
ト
ラ
ク
タ
ー
や
ト
レ
ー
ラ
ー
の
大

型
特
殊
免
許
（
農
耕
用
限
定
）
の
取

得
を
目
指
す
た
め
の
研
修
会
を
実
施

し
ま
す
。

　
受
講
を
希
望
す
る
か
た
は
、
役
場

農
政
課
ま
で
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

〇
受
講
対
象
者
要
件

①
農
業
者
（
栽
培
・
飼
養
、
農
産
物

販
売
、
農
作
業
受
託
）

②
認
定
農
業
者
の
主
に
農
業
に
従
事

す
る
家
族
、
従
業
員
、
構
成
員

③
農
業
関
係
団
体
な
ど
で
農
業
研
修

を
受
講
し
て
い
る
か
た

④
農
業
関
係
団
体
な
ど
の
職
員
で
、

地
域
の
農
業
指
導
者

⑤
農
業
法
人
の
従
業
員
、
構
成
員

⑥
受
託
組
織
の
構
成
員
、
オ
ペ
レ
ー

タ
ー

〇
募
集
締
切

４
月
４
日
（
金
）

〇
申
込
書
提
出
先

役
場
農
政
課

指
江
支
所
総
合
管
理
課

問
い
合
わ
せ
先

役
場
農
政
課
農
政
係

　
☎
 （86
）１
１
３
６﹇
直
通
﹈

問
い
合
わ
せ
先

役
場
農
政
課
農
政
係

　
☎
 （86
）１
１
３
６﹇
直
通
﹈

茶
園
周
辺
の
農
薬
散
布
に
注
意

　
出
水
地
区
茶
業
振
興
協
会
で
は
、

１
番
茶
が
始
ま
る
４
月
以
降
に
「
お

知
ら
せ
旗
」
を
設
置
し
ま
す
。
茶
園

に
隣
接
す
る
耕
作
者
の
皆
さ
ん
の
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
お
知
ら
せ
旗
と
は

　
茶
葉
の
収
穫
直
前
の
周
知
を
目
的

と
し
て
、
収
穫
予
定
の
10
日
前
か
ら

収
穫
が
終
わ
る
ま
で
茶
園
に
設
置
し

ま
す
。

〇
お
知
ら
せ
旗
が
設
置
さ
れ
た
ら

　
茶
園
に
隣
接
す
る
畑
を
防
除
す
る

際
に
は
、
風
向
き
に
留
意
す
る
な

ど
、
農
薬
の
飛
散
防
止
に
協
力
く
だ

さ
い
。

黄色の旗が黄色の旗が
目印です目印です

〇研修日程

※養成研修Ⅱの場合は初日のみ

養成研修

第１回 ５月19 日（月）～５月23 日（金）

第２回 ５月26 日（月）～５月30 日（金）

第３回 ７月７日（月）～７月11 日（金）

第４回 ７月14 日（月）～７月18 日（金）

応用研修 ６月23 日（月）～６月27 日（金）



広報ながしま  2025年３月号  ｜　10  

生
涯
学
習
学
級
の
案
内

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
生
涯
学

習
学
級
を
13 
教
室
開
設
し
、
延
べ

１
５
６
人
が
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
生
き
が

い
づ
く
り
や
仲
間
づ
く
り
の
た
め

に
、一
緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。　

　

新
規
グ
ル
ー
プ
で
の
加
入
希
望

も
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課　

　
☎︎（
88
）６
５
０
０［
直
通
］

番号 学　級　名 内　容 代 表 者

１ 手 芸 教 室 パッチワーク等手芸作品
作りを楽しみます 千　　清子

２ コールうずしお コーラスで歌を楽しみま
す 山﨑　祐子

３ 長 島 史 談 会 主に長島町の郷土史を研
究します 池田　尚正

４ ち ぎ り 絵 教 室 ちぎり絵で作品作りを楽
しみます 池田よね子

５ 東 陶 芸 ク ラ ブ 陶芸作品作りと発表会を
楽しみます 竪山　隆一

６ 明 神 俳 句 会 毎月お題を決めて俳句作
りを楽しみます 関　佳代美

７ 長 島 新 風 塾 まちおこしアイディアの
研究を楽しむ 下塩見　浩

８ 長島町囲碁同好会 囲碁の基本から応用まで
誰でも楽しめます 榎田　一幸

９ ながしまひょっとこ会 ひよっとこ踊りを楽しく披
露しています 追田ヒデ子

10 獅子島親子読書会 獅子島の子どもを中心に
読書を楽しみます 川南　泰志

11 獅子島七郎太鼓 勇壮な太鼓の演奏を基礎
から楽しめます 岩下　昭人

12 フルール倶楽部 毎月季節に合った材料で
フラワーアレンジします 飯尾　千幸

13 本のかけはし
じゃがじゃが

読み聞かせ活動などを楽
しみます 厚地由美子

ス
タ
ン
プ
の
色
が
変
わ
り
ま
す

　

町
商
工
会
ス
タ
ン
プ
会
で
発

行
し
て
い
る
現
行
の
ス
タ
ン
プ

シ
ー
ル
「
オ
レ
ン
ジ
色
」と
「
金

色
（
１
０
０
枚
貼
）」の
使
用
期

限
は
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

　

４
月
以
降
は
使
え
ま
せ
ん
の

で
、お
早
め
に
町
内
加
盟
店
で

ご
使
用
く
だ
さ
い
。

　

新
し
い
ス
タ
ン
プ
は
、緑
色

と
銀
色
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
町
商
工
会
ス
タ
ン
プ
会

　
☎︎（
86)

０
２
０
９

　
役
場
水
産
景
観
課
商
工
係

　
☎︎（
86
）１
１
３
７［
直
通
］



２
月《
如
月
》

11 ｜  広報ながしま  2025年３月号

１
日（
土
）

２
日（
日
）

３
日（
月
）

４
日（
火
）

７
日（
金
）

８
日（
土
）

９
日（
日
）

12
日（
水
）

13
日（
木
）

14
日（
金
）

17
日（
月
）

18
日（
火
）

19
日（
水
）

21
日（
金
）

23
日（
日
）

25
日（
火
）

26
日（
水
）

28
日（
金
） 鹿

児
島
出
水
会
（
鹿
児
島
市
）

獅
子
島
ウ
ォ
ー
ク
（
獅
子
島
）

土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

令
和
６
年
度
３
月
補
正
町
長
査
定
（
役
場
）

全
国
市
町
村
水
産
業
振
興
対
策
協
議
会
常
任
理
事
会（
東
京
都
）

か
ご
し
ま
長
島
会
（
鹿
児
島
市
）

長
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
町
川
床
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

離
島
振
興
懇
談
会
（
東
京
都
）

離
島
セ
ン
タ
ー
理
事
会
（
東
京
都
）

離
島
セ
ン
タ
ー
評
議
員
会

市
町
村
長
研
修
会
（
鹿
児
島
市
）

県
町
村
会
定
期
総
会

漁
港
漁
場
協
会
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

北
薩
地
域
土
改
連
連
絡
協
議
会
（
さ
つ
ま
町
）

～
20
日
（
木
）
行
財
政
委
員
会
先
進
地
視
察
（
茨
城
県
）

治
山
林
道
協
会
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

県
農
業
信
用
基
金
協
会
第
５
回
理
事
会

出
張
な
ん
で
も
鑑
定
団
ｉ
ｎ
長
島
収
録
（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

長
島
大
陸
み
ら
い
創
生
研
究
所
経
過
報
告
会（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
事
業
竣
工
式
（
役
場
）

杉
山
氏
叙
勲
表
彰
（
伊
唐
）

長
島
町
水
産
業
振
興
推
進
協
議
会
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

長
島
町
有
害
鳥
獣
捕
獲
対
策
協
議
会（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

転
倒
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う

～
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
～

【
元
気
な
時
か
ら
転
倒
予
防
】

　

高
齢
に
な
る
と
筋
力
や
バ
ラ

ン
ス
機
能
な
ど
の
身
体
機
能
が

低
下
し
、た
っ
た
一
度
の
転
倒

が
原
因
で
介
護
が
必
要
な
状
態

に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。元
気
な
時
か
ら
転
倒
予

防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

～家の中には危険がいっぱい～

　　

玄 関 の 段 差 や 敷
物の端でつまずく

階段やベッドから落ちる

濡れている浴室ですべる
…などコード類に引っか

かり転倒

【
転
倒
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
】

　

転
倒
予
防
に
は
、筋
力
ア
ッ

プ
と
と
も
に
転
ぶ
原
因
を
改
善

し
て
い
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

●
安
全
対
策
を
し
ま
し
ょ
う

①
部
屋
を
整
理
整
頓
し
、マ
ッ

ト
や
じ
ゅ
う
た
ん
の
端
は
固
定

し
ま
し
ょ
う
。

②
階
段
に
は
す
べ
り
止
め
や
手

す
り
、照
明
を
つ
け
る
工
夫
を

し
ま
し
ょ
う
。

③
高
い
段
差
が
あ
る
場
合
は
、

踏
み
台
や
ス
ロ
ー
プ
な
ど
を
使

用
し
ま
し
ょ
う
。

④
浴
室
は
滑
り
に
く
い
床
の
素

材
を
使
用
し
、滑
り
止
め
マ
ッ

ト
を
敷
き
ま
し
ょ
う
。

　
●
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養
を

取
り
ま
し
ょ
う

①
食
事
は
１
日
３
食
取
り
ま

し
ょ
う
。

②
楽
し
く
食
べ
る
と
食
欲
も
元

気
も
わ
い
て
き
ま
す
。

③
食
欲
の
な
い
と
き
に
は
食
べ

ら
れ
る
物
か
ら
取
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。

～運動をしよう【座ったままできる運動】～
③片方の膝を伸ばします。
膝を伸ばしたまま３秒止める
反対側も同じように行う。

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
介
護
環
境
課
地
域
包
括
係

　
☎（
86
）１
１
５
３［
直
通
］

　
　
　□の中を埋めて計算式が成

り立つようにしてください。

① 16 ＋□＋ 14 ＝ 45　
② 39 － 19 －□＝ 10　
③□＋ 12 ＋ 18 ＝ 65　
④ 63 － 33 －□＝ 20　
⑤□＋ 13 ＋ 27 ＝ 49

①両足を軽く前に出し
つま先を上げ下げする。

②かかとをしっかり上
げてかかとを下ろす。

【答え】 ①15　②10　③35　④10　⑤9　



広報ながしま  2025年３月号  ｜12  13 ｜  広報ながしま  2025年３月号

マ
ン
ダ
リ
ン
制
服
バ
ン
ク

　
（
一
社
）長
島
大
陸
ま
ち
デ
ザ
イ
ン
で
は
、

制
服
バ
ン
ク
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
卒
業
や

新
旧
シ
ー
ズ
ン
の
制
服
の
ご
提
供
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　
大
切
に
使
っ
て
き
た
制
服
を
次
の
世
代
へ

つ
な
げ
ま
せ
ん
か
。

　
詳
し
く
は
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
閲
覧
で

き
ま
す
。

　【
対
象
品
】

〇
譲
渡
人（
譲
っ
て
く
れ
る
人
）

（
制
服
、体
操
服
、ジ
ャ
ー
ジ
、柔
道
着
）

〇
譲
受
人（
譲
っ
て
ほ
し
い
人
）

（
制
服
、体
操
服
、ジ
ャ
ー
ジ
、柔
道
着
、指
定

か
ば
ん
、ラ
ン
ド
セ
ル
）

〇
場
所　
日
本
マ
ン
ダ
リ
ン
セ
ン
タ
ー
３
階

〇
時
間　

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時（
火
曜
日
を
除
く
）

〇
期
間　
　
通
年
開
催

〇
料
金　
　
無
料

〇
対
象
者　
町
内
小
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

〇
注
意
点

・
譲
渡
品
は
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
も
し
く
は
洗
濯

後
の
提
供
に
協
力
く
だ
さ
い
。

・
汚
れ
や
ほ
つ
れ
が
目
立
つ
品
の
提
供
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

・
一
度
回
収
し
た
品
は
返
品
で
き
ま
せ
ん
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
（
一
社
）長
島
大
陸
ま
ち
デ
ザ
イ
ン

　
☎
０
５
０（
３
５
９
３
）１
４
０
３

家
畜
の
所
有
者
の
定
期
報
告

　
家
畜
伝
染
病
予
防
法
の
規
定
に
よ
り
家
畜
の

所
有
者
は
、毎
年
２
月
１
日
時
点
の
家
畜
の
飼

養
状
況
に
つ
い
て
県
へ
の
報
告
が
必
要
で
す
。

〇
報
告
期
限

　
牛
、豚
、馬
な
ど

　
4
月
15
日(

火)

　
鶏
、ア
ヒ
ル
な
ど

　
6
月
16
日(

月)

〇
報
告
先

　
管
轄
す
る
家
畜
保
健
衛
生
所

※
詳
し
く
は
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧

で
き
ま
す
。（
家
畜　
定
期
報
告
で
検
索
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
家
畜
防
疫
対
策
課

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）３
２
２
４

サ
ツ
マ
イ
モ
の
植
付
前
に
行

う
排
水
対
策
と
害
虫
対
策

　
サ
ツ
マ
イ
モ
基
も
と
く
さ
れ
び
ょ
う

腐
病
は
水
を
介
し
て
、ま

ん
延
す
る
た
め
、水
が
溜
ま
り
や
す
い
ほ
場

で
感
染
が
拡
大
し
ま
す
。

　
近
年
、大
雨
や
短
時
間
に
降
る
強
い
雨
が

増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、ほ
場
の
排
水
対
策

が
重
要
で
す
。

【
排
水
対
策
】

①
排
水
路
や
排
水
口
に
堆
積
し
た
土
砂
な
ど

を
取
り
除
く

②
明
き
ょ
を
設
置
す
る

③
明
き
ょ
と
排
水
路
を
確
実
に
接
続
す
る

④
ほ
場
に
溜
ま
っ
た
水
を
流
れ
や
す
く
す
る

た
め
排
水
口
側
の
枕
畝
を
作
ら
な
い
こ
と
。

　
一
部
の
ほ
場
で
、基
腐
病
以
外
の
腐
敗
の

発
生
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
要
因
は
、い
も
が
害
虫
の
被
害
を
受
け
、そ

の
傷
か
ら
細
菌
が
感
染
す
る
こ
と
な
ど
に
よ

り
ま
す
。
畝
立
て
時
に
農
薬
に
よ
る
害
虫
防

除
も
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
農
産
園
芸
課

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）３
２
０
２

令
和
８
年
歌
会
始
の
お
題
お

よ
び
詠
進
歌
の
詠
進
要
領

　
歌
会
始
は
、毎
年
１
月
に
宮
中
で
行
わ
れ
、

広
く
一
般
か
ら
詠
進
す
る
国
民
参
加
の
文
化

行
事
で
す
。

〇
令
和
８
年
の
お
題

　
「
明め
い
」と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
歌
に
詠
む
場
合
は「
明
」の
文
字
が
詠
み
込

ま
れ
て
い
れ
ば
よ
く「
鮮
明
」、「
文
明
」、「
明

星
」の
よ
う
な
熟
語
に
し
て
も
、「
明
る
い
」の

よ
う
に
訓
読
み
し
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ

ん
。

〇
詠
進
の
期
限　

　
９
月
30
日（
火
）ま
で

※
郵
送
の
場
合
は
、消
印
が
９
月
30
日（
火
）

ま
で
の
も
の
を
有
効
と
し
ま
す
。

〇
詳
細
・
問
い
合
わ
せ

　

直
接
、宮
内
庁
式
部
職
あ
て
に
、郵
便
番

号
、住
所
、氏
名
を
書
き
、返
信
用
切
手
を

貼
っ
た
封
筒
を
添
え
て
、９
月
20
日（
土
）ま

で
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
そ
の
他
詳
細

は
、宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
）を
参
照
く
だ
さ
い
。

◎
送
付
先
・
問
い
合
わ
せ
先

　
〒
１
０
０
‐
８
１
１
１　

　
東
京
都
千
代
田
区
千
代
田
１
‐
１

　
宮
内
庁
式
部
職
儀
式
第
二
係

※
封
筒
に「
詠
進
歌
」と
書
き
添
え
て
く
だ
さ

い
。
詠
進
歌
は
、小
さ
く
折
り
封
入
し
て
差

し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
７
年
国
勢
調
査

　
国
勢
調
査
は
、10
月
1
日
を
調
査
期
日
と

し
て
、実
施
さ
れ
ま
す
。　

　
こ
れ
は
、5
年
に
一
度
、全
員
参
加
の
統
計

調
査
で
す
。

　
「
令
和
7
年
国
勢
調
査
」へ
の
理
解
お
よ
び

回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。 

※
詳
し
く
は
、国
勢
調
査
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
統
計
課

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）２
４
８
２

生
理
や
妊
娠
、出
産
、育
児
、更

年
期
症
状
の
悩
み
相
談

　
妊
娠(

予
期
し
な
い
妊
娠
を
含
む)

や
出
産
、

子
育
て
、Ｄ
Ｖ
な
ど
、思
春
期
か
ら
更
年
期
の

女
性
の
心
と
体
の
健
康
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

〇
県
助
産
師
会

　
☎
０
９
９（
２
１
０
）７
５
５
９

・
受
付
時
間

　
火･

木･

土･

日
曜
日　

　
午
前
10
時
～
午
後
6
時

〇
各
保
健
所

　
電
話
や
面
談
に
よ
る
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
閲
覧
も

し
く
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。(

｢

女
性

健
康
支
援
セ
ン
タ
ー｣

で
検
索)

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
子
育
て
支
援
課

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）２
７
７
５

春
を
呼
ぶ
雛
飾
り

　
女
の
子
の
健
や
か
な
成
長
と
健
康
を
願
う

ひ
な
ま
つ
り
に
合
わ
せ
て
、黎
明
館
１
階
ロ

ビ
ー
に
雛ひ
な
に
ん
ぎ
ょ
う

人
形
を
展
示
し
ま
す
。

　
内だ
い
り
び
な

裏
雛
や
三さ
ん
に
ん
か
ん
じ
ょ

人
官
女
、五ご
に
ん
ば
や
し

人
囃
子
、随ず
い
し
ん身
な

ど
、雅
や
か
で
か
わ
い
ら
し
い
雛
人
形
が
観

覧
で
き
ま
す
。

〇
開
催
期
限

　
４
月
３
日（
木
）

〇
場
所

　
歴
史
・
美
術
セ
ン
タ
ー
黎
明
館

　
1
階
ロ
ビ
ー

〇
料
金　

 

無
料

※
詳
し
く
は
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
次
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
）か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。

(

「
黎
明
館
」で
検
索)

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
歴
史
・
美
術
セ
ン
タ
ー
黎
明
館

　
☎
０
９
９（
２
２
２
）５
３
９
６［
直
通
］

令
和
7
年
度
第
1
回
危
険
物

取
扱
者
試
験

　
危
険
物
取
扱
者
は
、「
人
・
街
を
守
る
」社

会
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
国
家
資
格
で
す
。

本
試
験
へ
の
挑
戦
が
大
き
く
輝
く
未
来
の
た

め
の
ス
テ
ッ
プ
に
な
り
ま
す
。

〇
試
験
日 　
6
月
7
日(

土)

〇
試
験
会
場

  

鹿
児
島
市
、薩
摩
川
内
市
、出
水
市
、姶
良

市
、鹿
屋
市
、西
之
表
市
、奄
美
市

〇
試
験
案
内
・
願
書
配
布
先　

　

(

一
財)

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
鹿
児
島

県
支
部
、県
消
防
保
安
課
、県
内
各
消
防
本

部
、各
町
村
役
場

〇
願
書
受
付
期
間

　
4
月
10
日(

木)

～
4
月
18
日(

金)

※
詳
し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

(

「
鹿
児
島
県　
危
険
物
取
扱
者
試
験
」で
検
索)

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
鹿
児
島

県
支
部

　
☎
０
９
９（
２
１
３
）４
５
７
７

先
進
医
療
不
妊
治
療
費
助
成

制
度

　
県
で
は
、不
妊
に
悩
む
夫
婦
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、保
険
適
用
の
生
殖

補
助
医
療
と
併
用
可
能
な
先
進
医
療
を
受
け

る
夫
婦
に
、治
療
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い

ま
す
。

【
対
象
者
】

①
保
険
適
用
に
よ
る
生
殖
補
助
医
療
と
併
用

可
能
な
先
進
医
療（
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め

る
不
妊
治
療
関
連
の
技
術
）受
診
者
で
あ
る

こ
と

②
助
成
の
申
請
時
に
お
い
て
、夫
も
し
く
は

妻
の
ど
ち
ら
か
一
方
ま
た
は
両
方
が
、鹿
児

島
県（
鹿
児
島
市
を
除
く
。）に
居
住
し
て
い

る
こ
と
。

③
生
殖
補
助
医
療
の
治
療
期
間
の
初
日
に
お

け
る
妻
の
年
齢
が
43
歳
未
満
で
あ
る
こ
と
。

〇
助
成
額　

　
先
進
医
療
費
分
の
自
己
負
担
額
の
10
分
の

７(

上
限
10
万
円)

〇
申
請
期
限

　

令
和
6
年
度
に
治
療
が
終
了
し
た
か
た

は
、令
和
7
年
3
月
31
日(

月)

ま
で

※
対
象
治
療
や
助
成
額
・
助
成
回
数
な
ど
詳

し
く
は
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
）か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
子
育
て
支
援
課

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）２
０
８
８
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２
月
９
日
、
町
川
床
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
、
長
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
旗
争
奪
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
が
開
催
さ
れ
、
県
内
か
ら
19
チ
ー
ム
（
町
内

３
チ
ー
ム
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
通
じ
、
団
員
や
育

成
指
導
者
の
親
睦
を
深
め
る
と
共
に
少
年
団
の
心

身
の
健
全
育
成
に
努
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　
開
会
式
で
は
、
長
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
小

﨑
春
海
会
長
が
「
選
手
の
皆
さ
ん
は
日
ご
ろ
の
練

習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。　

第
15
回
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
旗
争
奪
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
親
睦
を
深
め
る

　
２
月
13
日
、
鷹
巣
小
学
校
（
西
留
敦
朗
校
長
・

２
０
２
人
）
で
、
１・
３
年
生
の
児
童
を
対
象
に

昔
遊
び
教
室
が
あ
り
、
同
地
域
に
住
む
高
齢
者
６

人
が
講
師
を
務
め
ま
し
た
。

　
児
童
ら
は
、
め
ん
こ
や
竹
と
ん
ぼ
、
だ
る
ま
落

と
し
、
ヨ
ー
ヨ
ー
な
ど
10
種
類
の
遊
び
を
教
わ

り
、
一
つ
ひ
と
つ
の
遊
び
に
目
を
輝
か
せ
て
い
ま

し
た
。

　
東
條
柊し
ゅ
う
き輝
君
（
１
年
生
）
は
「
昔
の
遊
び
っ
て

面
白
い
。
お
手
玉
が
一
番
得
意
で
楽
し
か
っ
た
。

家
に
帰
っ
て
も
お
手
玉
で
遊
び
た
い
」
と
楽
し
ん

だ
様
子
で
し
た
。

鷹
巣
小
学
校
昔
遊
び
教
室

昔
の
遊
び
っ
て
面
白
い

　
２
月
６
日
、
Ｃ
ｈ
ｅ
ｅ
ｒ
ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｍ 

Ｔ
ｉ
ａ

ｒ
ａ
（
ｍ
ｉ
ｎ
ｉ
）
が
川
添
町
長
を
訪
れ
、
２
月

１
日
に
行
わ
れ
た
「
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｒ
ｅ
ｇ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ

ｓ
２
０
２
５
九
州
大
会
」
で
審
査
員
特
別
賞
を
受

賞
し
た
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
川
添
町
長
は
「
素
晴
ら
し
い
受
賞
。
こ
れ
か
ら

も
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
」
と
祝
福
し
、
林
幸ゆ
き
ほ穂
さ

ん（
川
床
小
４
年
）は「
チ
ー
ム
内
で
励
ま
し
合
っ

て
練
習
を
積
み
重
ね
て
き
た
結
果
、
賞
を
取
る
こ

と
が
で
き
た
。
来
年
は
、
全
国
大
会
に
出
場
で
き

る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
」
と
受
賞
の
喜
び
と
、

次
の
大
会
へ
の
抱
負
を
話
し
ま
し
た
。

Ｃ
ｈ
ｅ
ｅ
ｒ
ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｍ 

Ｔ
ｉ
ａ
ｒ
ａ
（
ｍ
ｉ
ｎ
ｉ
）
特
別
賞
受
賞

次
の
目
標
は
全
国
大
会

　
２
月
７
日
、
鷹
巣
中
学
校
（
肱
岡
博
史
校
長
・

88
人
）
で
、
２
年
生
を
対
象
に
立
志
の
集
い
が
開

催
さ
れ
、
生
徒
ら
は
「
将
来
な
り
た
い
自
分
」
を

テ
ー
マ
に
４
文
字
熟
語
に
思
い
を
乗
せ
て
、
色
紙

に
書
き
入
れ
た
決
意
の
言
葉
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
「
才
能
が
あ
ま
り
な
い
者
で
も
、
努
力
を
す
れ

ば
才
能
あ
る
者
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
言

う
意
味
の
熟
語
、「
駑ど
ば
じ
ゅ
う
が

馬
十
駕
」
を
選
ん
だ
建
山

陽は
る
と斗
さ
ん
は
「
部
活
動
で
努
力
の
大
切
さ
を
学
ん

だ
。
た
く
さ
ん
挑
戦
し
て
自
分
に
役
立
つ
こ
と
を

身
に
つ
け
て
い
き
た
い
」と
決
意
表
明
し
ま
し
た
。

鷹
巣
中
学
校
で
立
志
の
集
い

役
立
つ
こ
と
を
身
に
つ
け
た
い
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２
月
14
日
か
ら
16
日
ま
で
の
３
日
間
、
九
州
電

力
川
内
原
子
力
発
電
所
で
の
重
大
事
故
を
想
定
し
た

鹿
児
島
県
原
子
力
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
町
で
も
原
子
力
発
電
所
か
ら
30
㌔
圏
内
（
緊

急
時
防
護
措
置
を
準
備
す
る
区
域
＝
Ｕ
Ｐ
Ｚ
）
に

該
当
す
る
５
集
落
を
中
心
に
訓
練
が
行
わ
れ
、

住
民
や
消
防
団
、
町
職
員
、
分
遣
所
職
員
ら
約

１
０
０
人
が
参
加
。
訓
練
で
は
、
町
民
体
育
館
を

避
難
所
と
想
定
し
て
バ
ス
や
自
家
用
車
、
自
衛
隊

の
船
を
利
用
し
た
避
難
訓
練
を
実
施
し
た
ほ
か
、

避
難
所
で
の
テ
ン
ト
や
ト
イ
レ
の
設
置
方
法
な
ど

避
難
所
開
設
方
法
の
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

原
子
力
防
災
訓
練

原
発
事
故
を
想
定
し
て
避
難

日
本
語
教
室
×
防
災
講
習

み
ん
な
と
一
緒
に
学
び
を
深
め
る

　
２
月
17
日
、
町
内
の
外
国
人
向
け
に
、
日
本
語

教
室
と
防
災
講
習
を
掛
け
合
わ
せ
た
日
本
語
教
室

Ｎ
サ
ロ
ン
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
地
域
と
の
交
流
や
防
災
意
識
の
醸
じ
ょ
う
せ
い成

を
図
る
た
め
、
外
国
人
参
加
者
と
椿つ
ば
き
た
い
妃
隊
（
町
女
性

消
防
団
）
や
町
職
員
な
ど
が
一
緒
に
防
災
に
つ
い
て

の
学
び
を
深
め
、
避
難
テ
ン
ト
と
マ
ッ
ト
を
準
備
し

た
り
、
非
常
食
の
試
食
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
福
永
ゆ
き
さ
ん
（
城
川
内
）
は
「
み

ん
な
と
一
緒
に
避
難
所
の
テ
ン
ト
や
食
事
に
つ
い

て
学
習
で
き
て
良
か
っ
た
。
同
教
室
で
勉
強
で
き

て
嬉
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

鹿
児
島
県
下
一
周
駅
伝
大
会

郷
土
へ
の
思
い
を
胸
に
力
走

　
２
月
15
日
か
ら
19
日
ま
で
の
５
日
間
、
53
区
間

５
８
３・
３
㌔
を
競
う
第
72
回
鹿
児
島
県
下
一
周

市
郡
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
町
か
ら
は
、
出
水
チ
ー
ム
選
手
と
し
て
、
池

田
智と
も
ふ
み史
さ
ん
（
幣
串
出
身
・
陸
上
自
衛
隊
国
分
・

写
真
１
）、
山
下
真し
ん
た
ろ
う

太
郎
さ
ん
（
平
尾
出
身
・
鹿

児
島
実
業
高
校
２
年
・
写
真
２
）、
山
口
健け
ん
し
ん伸
さ

ん
（
平
尾
出
身
・
鶴
翔
高
校
１
年
・
写
真
３
）、

田
ノ
上
尚し
ょ
う
ご吾
さ
ん
（
菅
牟
田
・
長
島
町
役
場
）、

速は
や
た太
さ
ん
（
菅
牟
田
・
同
役
場
）
の
５
人
が
出

場
し
ま
し
た
。

　
期
間
中
、強
風
や
雨
天
の
日
も
あ
り
ま
し
た
が
、

選
手
た
ち
は
郷
土
へ
の
思
い
を
胸
に
力
強
い
走
り

を
見
せ
ま
し
た
。

１１２２

３３
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岩合光昭ニッポンの看板猫 すべての白いものたちの

著／岩合　光昭

全国津々浦々 60 匹の看板猫を紹
介します。

小説のような詩で
詩のような美しい小説です。

雪
明
り
に
飛
び
起
き
新
聞
受
け
に
出
て
予
想
外
な
る
雪
に
驚
く

立
春
を
前
に
率
然
と
歌
友
逝
く
短
歌
会
危
ふ
し
を
冥
界
の
師
に

如
月
の
天
の
青
さ
を
仰
ぎ
ゐ
る
小
春
日
の
日
差
し
ひ
と
り
浴
び
つ
つ

年
酒
酌
む
親
の
知
ら
ざ
る
世
を
生
き
て

特
攻
の
碑
銘
鮮
や
か
初
明
か
り

日
表
の
耶
蘇
の
天
草
初
景
色

こ
れ
よ
り
の
余
生
い
く
ば
く
鍬
初
め

ま
な
板
は
妻
の
木
琴
七
日
粥

去
年
今
年
海
峡
の
渦
引
き
締
ま
る

初
日
浴
ぶ
一
人
に
一
つ
影
法
師

空
き
席
の
ま
ま
の
正
月
七
七
忌

回
礼
の
声
が
疎ま
ば

ら
に
空
家
増
ゆ

御
慶
と
て
汽
笛
で
交
す
沖
の
船

門
松
の
飾
り
減
り
た
る
商
店
街

淵
脇
　
　
護

白
男
川
孝
仁

二
階
堂
妙
子

二
階
堂
恵
子

大
堂
　
正
弘

山
嵜
加
代
子

迫
口
　
君
代

大
堂
　
早
苗

関
　
喜
久
雄

坂
口
　
　
子

関
　
佳
代
美

小
林 

　
貢

小
林
如
月

中
仮
屋
辰
子

後
藤
ヨ
シ
エ

町
田
末
則

母
木
良
平

川
島
輝
文

宗
方
正
喜

中
山
タ
マ
エ

米
尾
和
子

坂
之
下
典
子

叔
母
召
さ
る
花
も
嵐
も
踏
み
越
え
し
九
十
九
歳
天
空
を
舞
う

日
々
を
追
い
ふ
く
ら
む
蕾
つ
ぼ
み

枝え
だ
ご
と毎
に
小
さ
き
丸ま
ろ

み
顔
を
の
ぞ
か
す

河
土
手
に
水
仙
咲
き
て
水
面
に
遊
ぶ
鴨
ら
の
の
ど
か
な
が
む
る

冬
越
し
の
炬
燵
の
上
の
観
葉
に
青
虫
の
一
匹
生
ま
る
る
春
へ

自じ
ぶ
ん分
は
何な
に

も
知し

ら
ず
に
生う
ま

れ
来き

た
何な
ん

の
為た
め

な
の
分わ
か

か
ら
な
い
の
よ

窓
に
お
く
盆
栽
ざ
く
ら
満
開
で
衝
動
買
い
に
応
え
て
く
れ
し

山
に
立
つ
白
き
風
車
は
白
鳥
の
出
水
の
鶴
を
送
る
姿
か

自
分
の
分
守
ら
に
や
な
ら
ぬ
霜
月
よ

著／ハン・ガン	



編
集
後
記
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個
人
情
報
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

妻
の
実
家
で
義
母
が
ゆ

で
た
ま
ご
を
作
っ
て
い
ま

し
た
。
ゆ
で
始
め
の
水
の

温
度
が
徐
々
に
上
が
っ
て

い
る
最
中
、
義
母
の
悲
鳴

が
家
中
に
響
き
ま
し
た
。

「
鍋
の
中
か
ら
、
ひ
よ
こ

の
鳴
き
声
が
す
る
」
と
義

母
。
耳
を
す
ま
す
と
「
ピ

ヨ
ピ
ヨ
ピ
ヨ
」
と
音
が
な

っ
て
い
ま
す
。
加
熱
を
止

め
て
、
恐
る
恐
る
、
そ
し

て
一
つ
ひ
と
つ
、
た
ま
ご

を
鍋
か
ら
出
す
と
、
音
が

鳴
り
や
み
ま
し
た
。
鳴
り

や
ん
だ
タ
イ
ミ
ン
グ
の
た

ま
ご
を
耳
に
当
て
て
も
音

は
な
り
ま
せ
ん
。

落
ち
着
い
て
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
み
る

と
、
気
泡
の
音
で
こ
の
よ

う
な
現
象
が
あ
る
と
の
こ

と
で
し
た
。
で
き
あ
が
っ

た
ゆ
で
た
ま
ご
は
、
美
味

し
か
っ
た
で
す
。大

西
洋
介



３月号
［No.228］

令和７年

2025年３月13日木曜日 発行

長島町町制施行◆20 周年記念

長島の思い出写真
大募集！！

　令和８年３月 20 日で新生長島町が誕生してから、20 周年
を迎えます。
　記念すべき節目の年を町民みんなで祝い、後世に伝えてい
くために懐かしい写真を募集します。
　町民みんなで町の歴史を振り返りませんか。
　募集した写真は、式典などで披露し、記録として保存します。

〇募集期間
　３月21 日（金）～５月30 日（金）
〇募集対象写真
　昭和から現在まで、町の歴史が分かる写真
　当時の風景やまちなみ、生活の様子（建造物、交通、イベントなど）
〇応募方法
　 ・直接提出する場合
　　役場総務課または指江支所総合管理課に直接写真を持参ください。
　 ・インターネットから提出する場合
　　右の二次元コードまたは、次のＵＲＬから応募フォームにアクセスの上、必要事項を
    記入し、電子データを送付してください。
　　ht tps ://w w w.town.nagash ima . l g .jp/in fo_ soumu/20kinenn/
  　※募集要項は、役場総務課と指江支所総合管理課に備えてあります。ホームページ
　　からも確認できます。

問い合わせ先
役場総務課秘書広報係　　
☎（86）１１１１ ［直通］



月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）

祝日には、国旗を掲げましょう！
●４月29日は昭和の日です。
　激動の日々を経て、復興を遂げた昭和の時代を顧み、国の将来に思いをいたします。　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２０２５４

１１ １２６ ９ １０

１８ １９１３ １４ １６ １７

２５ ２６２０ ２１ ２２ ２３ ２４

２７ ２８

４３

１５

７ ８

１ ２ ５

 ５/1 ５/2

３/30  3/31

２９ ３０ ５/3

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

　　　　　（鷹巣・諸浦）

■資源ごみ　　（獅子島）

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

〇吉田耳鼻咽喉科医院 62-0170
〇鶴見医院 73-0553
〇福田クリニック 79-3775
□クレイン調剤薬局 72-1016
□そうごう薬局 64-8161
◇出水総合医療センター 67-1611
クレイン調剤薬局 72-1016

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ

（獅子島）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）

◎ 1 歳半健診
（保健福祉センター）

■燃やせるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

山の日

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）

〇平尾診療所 88-2595
〇高尾野診療所 82-0017
〇しみずこども医院 68-0633
〇福田クリニック 79-3775
□高尾野会営薬局 64-2110
□すくすく薬局 72-5010
◇しみずこども医院 68-0633

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）
　　　　　（鷹巣・諸浦）

■資源ごみ　　（獅子島)

◎母子相談（２カ月）
（保健福祉センター）

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■天ぷら油
　　　　（獅子島）
〇献血（役場・指江支所）

　
〇鷹巣診療所 86-0054
〇楠元内科医院 62-8600
〇いまむらクリニック 73-1700
〇福田クリニック 79-3775
□長島調剤薬局 64-5555
□ポポロ薬局 63-4630
□市民調剤薬局 68-0150
すくすく薬局 72-5010
◇にのみやこどもクリニック 62-0167

■燃やせるごみ
　（平尾・蔵之元・川内）
　　　　　（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ
　　　　　　　（獅子島）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

　　　　　

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
■びん・有害
　　　　　　　（獅子島）

◎幼児歯科健診
（保健福祉センター）

■燃やせるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）

〇長島クリニック 88-6405
〇来仙医院 84-2005
〇山田クリニック 72-0420
〇福田クリニック 79-3775
□さすえ薬局 88-6011
□スマイル薬局 84-2430
□よつば薬局 79-4331
◇出水総合医療センター 67-1611

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

昭和の日

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

〇市川医院 63-3151
〇林胃腸科外科 73-3639

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）
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